
       

 

 

                                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 

三股町立学校給食センター     

 

２月
  がつ

に入り
はい

もうすぐ立春
りっしゅん

をむかえようとしていますが、もうしばらくは寒い
さむ

日
ひ

が続きそう
 つづ

です。

風邪
  かぜ

などをひかないように気
 き

をつけて寒さ
さむ

に負けないで
 ま

元気
げんき

に過ごしましょう
 す

。 

食
しょく

事
じ

のマナーを守
まも

ることは、周
まわ

りの人
ひと

への思
おも

いやりと、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の健
けん

康
こう

にもつ

ながります。きちんとできているか見
み

直
なお

してみましょう。 

 

 

お箸
はし

の使
つか

い方
かた

に気
き

を

つけましょう。 

 

いすに深
ふか

く腰
こし

かけ、背
せ

筋
すじ

を伸
の

ばしましょう。 

 

足
あし

の裏
うら

は床
ゆか

につけましょう。 

 

おわんや小
ちい

さい 器
うつわ

は手
て

に

持
も

って食
た

べましょう。 

机
つくえ

とおなかの 間
あいだ

は握
にぎ

り 

こぶし一
ひと

つ分
ぶん

あけましょう。 

 

机
つくえ

にひじをつかない

ようにしましょう。 

 

口
くち

をとじて、よく 

かんで食
た

べましょう。 

×クチャクチャと音

おと

をさせない。 

×食

た

べ物

もの

を口

くち

いっぱいに 

詰

つ

め込

こ

み過

す

ぎない。 

 

大切
た い せ つ

な食事
し ょ く じ

のあいさつ「いただきます・ごちそうさま」 

 

日本
にほん

には食事
しょくじ

の前後
 ぜんご

のあいさつがあります。「いただきます」にも「ごちそうさま」にも

食べ物
た   もの

の命
いのち

や食事
しょくじ

をよういするためにかかわった人
ひと

たちへの感謝
かんしゃ

の気持ち
 き も

が込め
こ

られてい

ます。 

ごちそうさま 
 

漢字
   かんじ

で「ご馳走
          ちそう

さま」と書き
  か

。食事
  しょくじ

を用意
   ようい

す

るためにかけまわってくれてありがとうとい

う意味
     いみ

です。 

いただきます 
 

食べ物
  た             もの

はもともと生きた
  い

動物
どうぶつ

や植物
しょくぶつ

の命
いのち

で

す。その生命
せいめい

をいただくことへの感謝
かんしゃ

が

込められて
 こ

います。 

豆
まめ

類
るい

は、体
からだ

をつくるもとになる「たんぱく質
しつ

」や、おなかの調
ちょう

子
し

を整
ととの

える「食
しょく

物
もつ

繊
せん

維
い

」を豊
ほう

富
ふ

に含
ふく

んでいます。特
と く

に大
だい

豆
ず

は、たんぱく質
しつ

や脂
し

質
しつ

を多
おお

く含
ふく

むことから、「畑
はたけ

の肉
にく

」とも呼
よ

ばれます。また、豆
まめ

の種
しゅ

類
るい

によって異
こと

なりますが、ビタミンＢ
ビー

群
ぐん

や、鉄
てつ

、カルシウムなど、成
せい

長
ちょう

期
き

に欠
か

かせない栄
えい

養
よう

素
そ

も含
ふく

んでおり、積
せっ

極
きょく

的
てき

にとりたい食
しょく

品
ひん

です。 
 

豆
まめ

とは、マメ科
か

の植
しょく

物
ぶつ

の種
しゅ

子
し

のことで、世
せ

界
かい

で食
しょく

用
よう

とされている豆
まめ

は約
やく

70～80種
しゅ

類
るい

に上
のぼ

ります。日
に

本
ほん

では主
おも

に、大
だい

豆
ず

、小豆
あ ず き

、ささげ、いんげん豆
まめ

、えんどう、そら豆
まめ

、べにばないんげん、ひよこ豆
まめ

、レンズ豆
まめ

などが食
た

べら

れています。乾
かん

燥
そう

させることで長
なが

く保
ほ

存
ぞん

できるのが魅
み

力
りょく

です。また、形
かたち

を変
か

えて利
り

用
よう

されています。 

豆
まめ

は、苦
にが

手
て

な人
ひと

が多
おお

い食
しょく

品
ひん

の一
ひと

つですが、日
ひ

ごろの食
しょく

生
せい

活
かつ

で不
ふ

足
そく

しがちな栄
えい

養
よう

成
せい

分
ぶん

を豊
ほう

富
ふ

に

含
ふく

んでおり、生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

病
びょう

の予
よ

防
ぼう

や、健
けん

康
こう

な体
からだ

づくりに役
やく

立
だ

ちます。また、日
に

本
ほん

では、 

お米
こめ

とともに古
ふる

くから大
たい

切
せつ

に食
た

べられてきた食
しょく

品
ひん

でもあります。豆
まめ

をもっと 

好
す

きになってもらえるよう、豆
まめ

の魅
み

力
りょく

をお伝
つた

えしたいと思
おも

います。 

豆
まめ

まきに加
くわ

え、豆
まめ

料
りょう

理
り

を

食
た

べて体
からだ

の中
なか

から鬼
おに

を追
お

い

払
はら

い、病
びょう

気
き

に負
ま

けない体
からだ

を

つくりましょう。 

小豆
あ ず き

は、和
わ

菓
が

子
し

の材
ざい

料
りょう

に欠
か

か

せません。 

 

大
だい

豆
ず

は、さまざまな食
しょく

品
ひん

に加
か

工
こ う

され、日
に

本
ほん

人
じん

の健
けん

康
こ う

的
てき

な食
しょく

生
せい

活
かつ

を支
さ さ

えています。 

 

２月
   がつ

３日
   か

の給食
きゅうしょく

には、大豆
 だいず

を使った
つか

「節分
せつぶん

豆
まめ

」を提供
ていきょう

予定
 よてい

です。 

 


